P.7：序論

※研究の目的

先進諸国では多くのコミュニティ通貨の実験（LETS、イサカアワー、タイムダラー、SEL、時間銀行、WIR銀行、あいのわ銀行など）があり、その多くはこの20年の間に発生している。しかしこれらの実験は第三世界では未だ少ない。この研究は、他にアルゼンチン、コロンビア、エクアドル、ベネズエラ、タイ、セネガルにも同様に興味深い実験があることを認識しつつ、メキシコの事例に焦点を当てる。

　この研究は「第三世界におけるコミュニティ通貨」という名前のプロジェクトの一環として行われた。この場合「もう一つの価値市場」という名の団体によって創設された「ティアンギス・トラロック」と呼ばれる生産物やサービスの交換のコミュニティシステムの実験が研究された。会員の経済状況や社会におけるその多重的な影響力を改善するためにその実際の発展や潜在能力の評価が行われた。

　参加を困難にするさまざまな障害を考慮に入れ、構成員間で達成された参加の度合いが調査された。同様に、地域・同業者・文化的・システム的なコミュニティを含むこのティアンギスの必要性についての可能性、オルターナティブな通貨の使用に関してこのシステムが与える教訓やこの通貨の限界調査された。

※方法：調査、参加的行動、支援者

この研究の実施に当たって、分けることなく二つのチームが区別された。①システム推進行動チームと②調査チームである。困難や予期せぬ出費、それにチャンスの中で創立行動の責任者との中で共同作業が追求され、意識や考察、それに共同戦略の並行活動として過程の報告者はアンケートを行い、情報を提供しデータを整理した。興味を持った人、特にもともとフリーマーケットをしていた人は誰でも参加ができ、その場合研究の発展の直接的な受益者となった。

　ビデオにミーティングやワークショップ、それに運営されたバザーの様子が録画された。

　カナダのNGO、VIDEAの支援と、同じくカナダの国際開発研究センター（IDRC）の資金的援助を受けた。

　VIDEA側からは、「第三世界のコミュニティ通貨」プロジェクトの世話人としてスティーヴン・ディムルネアが、そして顧問としてトーマス・H・グレコが参加した。

　この研究の実施のためのVIDEAへの法的責任者は、ルイス・ロペスジェーラ・Mが委員長である民衆発展促進所（PDP）である。この事業は1998年初頭に着想されたが、それ以前にその実施のために、通信や報告書、文書記録、ビデオ、分析、そして協力者への研修などの活動が行われていた。

　1999年2月17日にVIDEAと調印された合意書によると、実施期間は1999年9月3日までで、10月30日までの最終報告書の提出が義務付けられていた。PDPは一般的な意味での事業を8月に終え、報告書を関心のある人や参加者に配り、その印象をうかがい、間違いの訂正や加筆を行った。この最後の付け加えによるのが現在ここにある結果である。

　VIDEAとPDPとの合意では、実施や研究に必要な作業への13000カナダドル（およそ8万メキシコペソ）の援助が約束された。その使用に関しての完全な透明性の中で、PDPの経営陣は関心のある人すべてに詳細にこの点で報告できる状態にある。

　ルイス・ロペスジェーラ・Mの調整の中でこの研究に深く関わったPDPチームは、ロサリーア・セバージョス、エドゥアルド・デ・ラ・クルス、ラウラ・コリン、ガブリエル・エルナンデス、クリスティーナ・ラバージェ、モニカ・マルティネス、アルバロ・ナバーロ、ハイメ・ソリアーノ（ベルティセ・グループ）、そしてハビエル・ビスカヤ（ABC順）である。同じくティアンギス・トラロック推進チームのメンバー、あるいは参加者の中でもとりわけ目立つ存在として、エンマ・アコスタ、カルロス・カスターニョス、ヘラルド・エバルド、ミゲル・ゴンサレス、ニーナ・イグアル、マルタ・トーレスや、その他列記すると長くなる多くの人がいる。ボランティア精神と非常に責任感のある全員の貢献に対してわれわれは感謝している。

　同じく、地方代表が行った協力にも感謝したい。ミチョアカン州モレリアのエステル・カンチョラ、トラスカラ州カルプラルパンのオフェリア・コーバ、グアナフアト州ドローレス・イダルゴのテレサ・マルティネス、ケレタノのレイナルド・ペーニャ、メヒコ州テモアジャのホビータ・プラード、オアハカ州オアハカのセルヒオ・サンチェス、ミチョアカン州クアナホのフィレモン・ツィンツンに。

　独自の立場からのアナリストやカウンセラーからの意見にも感謝したい。ダビー・バルキン、フェリックス・カデーナ、アルフレード・カマーヒ、フアン・カシージャス、ホルヘ・フランコ、エンリケ・メンドーサ、カルロス・モータ、ホセ・ルイス・トペーテ、イグナシオ・ペオン・エスカランテ。そして高名な企業家の推進にも。アリ・カーアン、ラウル・ロメーロ、ホセ・ルイス・トペーテ、エンリケ・デル・トーロ。

　そして何よりも、スティーヴン・ディムルネア（カナダ・ブリティッシュ・コロンビア州ヴィクトリア）とトーマス・Ｈ・グレーコ（米国アリゾナ州トゥーソン）の提案と参加、それに推進に。

※前提条件

　先進国や西洋で知られているLETS（カナダ、米国、英国、オーストラリア、ニュージーランド）などの地域通貨あるいはコミュニティ通貨の例では、市民社会の非常に意義深い現象が含まれている。

　現在世界で2000ほどのコミュニティ通貨の実験が記録されており、コミュニティや社会自身から失業や鬱病といった深刻な問題の解決に役立つ新たな等式を生み出している。

　これらの実験は、第2次世界大戦に先立つ30年代を思い出させる経済危機の文脈の中で生まれている。何世紀にもにわたって形成された資本主義体制の中で反復しながら増幅する危機をここでは指しており、20世紀に実際の戦争、あるいは冷戦、全面対決あるいは小競り合いなどの世界の戦争の勝利者となっている。ソ連の崩壊に伴い、完全に世界に広がった資本主義体制は、民衆の発展のための覇権的な方策としてわがもの顔でのさばっているが、彼らの多くは実際は利益を受けていない。

　技術や通信、それに政治・経済・軍事権力の発展があっても、先進国での貧困や失業や不確実性は広がりを見せ、特に若い世代や疎外されたマイノリティの中に顕著に見て取れる。しかし排斥的な富裕は第三世界の貧民の羨望であり続けており、彼らは北の国々へと移住しようとしている。

　第三世界、特に中南米の場合、500年前に東西の衝突とおぞましい征服に始まった一連の並置と混血が問題にされる。メキシコではビジネスや公的生活の現象は、スペイン統治、リベラリズム、革命的半社会主義（1929年から2000年まで続いた制度的革命党（PRI）による一党支配体制と、それがもたらした大企業の国営化を指す：訳注）、そして最近では技術的・財政的な超資本主義の台頭によって形成されている。それらすべては、2000年代になろうとする時代に、統合された社会ではなくほぼ救いようのない多数の断層や破片に分断された社会の中で起こっている。このメキシコでの貧困は現在、増大する悲劇を生んでおり、これは残念ながら今日消滅の危機にある社会階層の偉大な文化的豊穣と対照を成している。

　メキシコ人の大多数が従順に支配的な論理に対応し、否定的あるいは単に反抗的なさまざまな方法で憤慨を表明したとしても、多くの種類のマイノリティが抵抗するだけではなく、新たなライフスタイルや進歩の基盤となるオルターナティブな質やイニシアチブを提供する。

　この研究の背後にある重要な疑問は、単に非営利通貨の創造と使用だけに関するものではなく、人間的な生活や自然の価値に関しての疑わしい客観性や平等性を抜きにして、同時に市場での価値を再検討させる。研究は無償性や道義的負債に多くの場合基づき、世界の権力が今日解決策として提示している大量消費や貨幣化の過程への参入におそらく抵抗している見えない経済を評価しようとする。ハムレットの社会的関心の代案は今日では、「測定すべきかせざるべきか」であろう。この回答として必要なものは、操作された不足と自然にある豊穣を理解する他の方法である。

　だが同様に確かなことは、疎外と病的なパニック、それに通貨が引き起こす多くの犯罪（その中でも投機、一般的になった政治的腐敗、それに麻薬密売人などマフィアの暗躍）のため、民衆や社会が、公共の利益ではもはやないものの非常に暴力的なシステムで、わずかの巨大妄想者のために機能的に「落ちた」すべての光に対して、長年にわたって一種の二次的な気質を作り出したために、自然をもはや「使える方策」についてあえて疑問を呈そうとすることが難しくなっていることである。

P:13　トラロックの実験

トラロック交換の歴史と目的

※支配的な状況と前例

メキシコ経済は多くの国民の生活条件に深刻な影響を与える危機を被り続けてきている。1982年以降大規模な財政的経済痙攣が繰り返され、最近では1994年末に起こったものが大きな衝撃を与えた。経済のグローバル化が加速され全ての人間の活動、特に生産や商業活動がその傘下に置かれ、伝統的な国境や国家主権が尊重されなくなる中で、メキシコ政府がそれに対して取ることができる方策は制限されてきている。この現象を為政者も実業家も管理できなくなる状況に達している。こうして解決法の探索の中で新たな主人公がこうして出現しており、それは市民社会からのものである。

　PDPの略称でも知られている「民衆発展促進所」は、ソーシャルワークや民衆の自主運営の基盤の点で長い歴史を持つメキシコのNGOの一つである。PDPはソーシャルワーカーや労働者、知識人や宗教家の手で1967年に創設された。何十年もの間、PDPは貯蓄信用や消費や生産や家屋等の面での生協活動や組合、農民や先住民のコミュニティを推進したり、多くの場合意識や参加度の高い中産階級が提案した開発計画をネットワークで結ばれた他のNGOと共同で行ったりしている。

　1985年9月にメキシコ市を襲った地震は、PDPにとっては非常に責任を伴う方法で、その多くが地震のために非常に被害を受けた150もの生産活動やサービスを行う民衆小企業に応対した。PDPはFOMICROという介律贈与を、国際的支援を受けてそれらの企業に融資する労働者銀行と共同で創設した。これらの小企業の中で、靴屋や仕立て屋の工場が注目される。5年以上かけて200以上の計画が創設され、持続的発展の兆候を見せた。しかしながら北米自由貿易協定（NAFTA）で締結された商業的開放のためにこれらの小企業は外国のはるかに安い製品の侵入に対抗しきれず、90年代には多くの企業が閉鎖を余儀なくされたが、これは高失業率が記録されていた同国で起こっていた現象の一つである。

　加速度的にいわゆる富が一握りの手に集積し、中産階級の中でも貧困が深刻化しながら拡大しており、投機が本来の価値を歪めている世界の中での良識と結びついたこの実験によって、PDPは社会で最も不運な階層への応対基準を深めることになった。

　増大する危機の中に長年ある経済は悲劇を引き起こすだけでなく、極端な個人主義や日和見主義、腐敗や犯罪の原因ともなった。コミュニティの価値や本当の連帯が制度の面でもますます失われており、これは1988年から1994年までの全国連帯プログラムのように。「国家の連帯」を宣伝する公式プログラムと対照を成す。10万以上の団体やコミュニティへの支援計画は単に政府への依存やその資金流失を増大させただけであり、本当の持続性は生み出していない。今日の貧困や失業は増加し続けている。依存や模倣という文化は社会機構の堕落をもたらし、そこでは単に資金や政治的地位を求める競争が支配的である。

　このような現状を前にし、外部者や外国人によって条件付けられ、傲慢さや介入主義の中にある援助政策を持つ多くの開発計画に欠けている知性に配慮した上で、PDPはエスパシオス・ネットワークを通じて1990年に「もう一つの価値市場」システムを創設した。このシステムの目的は、「尊厳のある持続可能な生活」に向け、「知識」という基礎となる社会プロセスと、それに賛同する市民組織の創設であった。このシステムはティアンギス・トラロックの創設の先例かつ母体となった。

※着想と準備

　1993年7月にPDPはマルコス・キネーの訪問を受けた。ある電報が関心を引いた。「仕事についてはわかるが、お金は必要ではないですか？その入手法を教えましょう」というものである。メキシコの農村で長年の経験を積んだマルコス・キネーはPDPの首脳と会談し、はじめて大衆プロセスや貨幣システムを知る人間がPDPに、病的な貧困から脱出するための自律的でオルターナティブな新たな道について教えてくれた。現在米国に在住しているマルコス・キネーと、今日的なテーマであるオルターナティブ・コミュニティ貨幣、あるいは世界の「非貨幣」について密度の濃い通信が行われた。「もう一つの価値市場」はこの魅力的な実験の実施を引き受けた。その24号（1993年11～12月号）に、「グローバル資本…あるいは社会資本？」という宣伝文を掲載し、オルターナティブ貨幣についてのマルコス・キネーの提案をつけ加えた。

　1994年1月1日、チアパス州で「もうたくさんだ」という叫び声のもと先住民の蜂起が起きたが、これはメキシコだけでなく全世界の良識に衝撃を与えるできごとであった。この反乱は先住民の権利のために政府に対して行った対決に焦点が置かれている。しかしその経済的な提案は自然の再分配の改善という伝統的なものではない。チアパスの先住民議会の創設に70年代にPDPが協力していたが、ここでは最も社会から見捨てられた人との結びつきという精神のもと、おそらく「ecosophy」という単語に要約できる、新たな経済やエコロジーに関する活動を強調することにした。

　このようにして、第27号（1994年6月）の「もう一つの価値市場」よりマルコス・キネーなどの著者による、オルターナティブ貨幣（LETS、イサカアワー、SELなど）の記事の連載が行われた。

　他方PDPは、企業や政府の部門との関係も広げ、この文章を読んでもらえるようにした。米州開発銀行（BID）と国立連帯企業基金（FONAES）が、持続的な農村開発というテーマで召集した国際集会をもとに、「メテペック・グループ」と呼ばれるものが1994年7月に生まれ、PDPから声をかけられた多くのNGOも参加した。このグループは、民主的に選挙で選ばれ全参加者の合意で創設されたものだが、市民社会や公共・民間、そして国際部門からの視点が付け加えられている。このグループではホルヘ・フランコ氏の特に民衆小企業への関心（「もう一つの価値市場」23号、1994年9～10月号を参照）からの貢献、あるいはラウラ・コリンの農民経済への文化人類学的アプローチが貴重であった。

　1994年12月の経済危機は1995年初頭のメキシコペソの下落を伴い、間違いなく広い範囲で災害を引き起こした。PDPは国際開発協会（SID）と協力してさらにその努力を代替案の探索に注ぎ、「もう一つの価値市場」や多くの社会組織とともに、「尊厳のある持続可能な生活」キャンペーンを1996年に行い、これは1997年1月に行われた国際ワークショップとフォーラムで、オルターナティブ貨幣というテーマが扱われたことで最高潮を迎えた。

　このテーマに関する専門家との接触は当初から行われ、文献の収集や著者の検索などを通じて緊密に行われた。ポール・グローバー（米国ニューヨーク州イサカ）やトーマス・グレコ（米国アリゾナ州トゥーソン）との接触は1994年8月から行われ、入手した資料はシステムの刊行物を通じて頒布された。

＊事前の実験

　ティアンギス・トラロックの前例として、ケレタロ州のテキスキアパンで農村労力連盟（UDEC）によって断続的に行われたものがある。90年代の初頭に内部での交換を促進するためにクーポンの流通の実験が行われたが、この実験は中断された。

　さらに言及に値する実験は、1995年に峡谷コミュニティ教育サービス（SEDAC-COVAC）が、ホルヘ・フランコ氏の助言とPDPの理論的援助を受けて行ったものである。イダルゴ州メスキタル峡谷では、住居やコミュニティ農園、民芸品、生産や商業化の計画を開発している100以上ものコミュニティグループが「ボハー」と呼ばれる引替券を作ってそれで取引を行った。「ボハー」とはニャニュー（オトミー）語で「お金」という意味である。だがこの渓谷のコミュニティグループのネットワークは、チアパスのサパティスタに賛同する先住民に共感する態度を示したために、政治的挑発や抑圧を受けた。その攻撃はボハーの使用には直接向けられたものではなかったが、初期段階で見込みのあったこの実験はそのような混乱などによって中断された。

＊1996年3月にティアンギス・トラロックが誕生

　「もう一つの価値市場」とPDPは、NGOの代表や経済面での経験を持つ指導者やグループと会議を重ね、コミュニティ貨幣あるいはオルターナティブ貨幣のアイデアを推進した。何名かがその実験に参加することになり、こうして1996年3月（「もう一つの価値市場」35号）に最初のイエローページが掲載され、そこに29名（いくつかの中小企業を含む）の参加者の一覧があった。これは近隣の人達で構成されたものではなかったが、メキシコ市の住民が多くを占め、PDPや「もう一つの価値市場」のシステムの募集に応じており、これは首都圏の外にも広がっていた。このようにして一覧表にはイダルゴ州イスミキルパン、トラスカラ州カルプラルパン、オアハカ州オアハカなど遠隔地にも「支局」が掲載されていた。

　最初のトラロックの引換券はこの年に印刷され、5月には準備ができており、「1時間の基本的な社会的労働」（25ペソ相当で、有効期限1年）という単位に準拠しており、取引が始まった。「もう一つの価値市場」の購読者がティアンギスに参加し、購読料の一部をトラロックで払うようにするキャンペーンが行われたが、あまりうまくいかなかった。トラロックの額面は1/2、1、2、3、4、5である。

　この間にも、1996年5月19日に、パツクアロ湖のほとりにあるプレペチャ族コミュニティの15の村が集まって月2回行われている「プレペチャ市（いち）」への訪問が行われたが、ここではペソの使用が認められておらず、バーターでのみ取引が行われていた。クアナーホやミチョアカンの交換市場とトラロックの推進者との間で共感が生まれ、もっと広くプロモーションを行う方法を採用する約束が行われた。

　また、前述した「もう一つの価値市場」35号に関連した記事を書いたアルマンド・ロアは、1997年にSPLのリオ・ヴェルデで地元のグループを結成し、バーターやトラロックを推進した。

　ティアンギス・トラロックの推進は個人的な接触によって行われた。断続的にマスメディアでの宣伝が行われ、たとえばアルバロ・ナバーロが教育ラジオの取材を受け、ラジオ聴取者の多大な関心を呼び起こし、何人かの熱心な人間（ルドミラ・コルテスやラサロ・ガルシーア）を含む新たな登録者を獲得した。このようにして農民や中産階級、それに大衆を含む何百万人ものメンバーを抱え、返済不能な債務を抱え商業銀行の暴利メカニズムに立ち向かうエル・バルソン運動の指導者と接触を持った。

　PDPはティアンギスのプロセスを研究かつ加速する会議を行い続けたが、そこでは理論的思索の傾向を持つ分析や単に政治体制に反対するだけの議論が支配的だった。重要な会議は1996年8月5日に行われたもので、これには50名近くの社会的リーダーが参加した。

＊最初のバザーと最初のワークショップ

　そして具体的で実感できる方策に移ることが決まった。ティアンギス・トラロックの最初のバザーがメキシコ市郊外の農村地帯、アフスコの裾野で1996年12月14日に行われた。ルイス・ブスタマンテが主宰するエコロジーハウスが、ティアンギスの環境的側面の強調に一役買った。関心を持った50名ほどの人が、製品やサービスの見本を持って参加し、歴史的な一歩となった。このイベントはビデオに録画され、ティアンギスの参加者の間に連帯を生み出した。

　改善され有効期限をなくしたトラロックの引換券の印刷が1997年に行われた。小切手方式が試され、印刷され、配布が開始されたが、口座の管理能力不足のために配布が中断された。

　1997年を通じてティアンギスは実質上、自主的な方法で3ヵ月に発行される雑誌と、「もう一つの価値市場」の好意で提供された最新のイエローページによって支えられた。ここで、新会員や記事、そしてニュースが紹介された。

　1998年3月21日に最初の推進チーム研修ワークショップが行われ、数十名の参加があり、成功を収めた。「もう一つの価値市場」から派生したネットワークとしてだけでなく、地域や関心テーマといったところからも組織される必要が強調された。コヨアカン、ソチミルコ、トラスパナ、コンデーサ、衛星都市などでの「支局」が推進された。健康に関するグループが参加した。地域支局の数も増えた。

　第2回バザーが第1回の1年後の1997年11月20日にソチミルコの、ティアンギスの主要メンバー・エンマ・アコスタの家屋の広い庭で行われ、同程度の参加者があった。

（機能についての詳細な報告は別のページにある）

＊1998年に4回バザー

　8月15日と10月10日に全国作家連盟（ANE）の事務局で2回バザーが行われ、同程度の参加数があったが、50名ほどの参加者の中には生産者や消費者、そして訪問者があった。教育統合センター（CIE）では11月14日に、そして再度ソチミルコで12月6日にバザーが行われた。これらの実践がもたらした教訓は非常に貴重なもので、PDPによって関連のチームが組織されていった。

＊1999年はバザーがひんぱんに

　1999年は9月までに6回バザーがメキシコ市で行われ、さらなる成功を収め、そのうちの3つ（2月15日、3月13日、5月8日）はCIEの敷地で、他の3つ（6月12日、8月14日、9月11日）は公共の場所で、ミゲル・イダルゴ出張所の支援を受けてチャプルテペックの森のラ・キンタ・コロラーダで行われ、9月はコンデサのカフェ・イティネランテの地元のグループが運営を行った。参加者数は平均で500人を記録するようになった。

　7月9日に農村部でのバザーがグアナフアト州ドローレス・イダルゴで、PDPが牧畜開発センター（CEDESA）を支援しながらも、CEDESAの運営で行われた。これは最大級のもので、100人近くの出店者と1000人の消費者が参加し、トラロックの使用が推進された。特別に編集されたビデオがこの成功の証拠である。

＊トラロックの再評価、テキオの登場

　1999年に新たな方策が取られた。トラロックは基本的に1時間の社会的労働に等しい価値であるが、ペソの切り下げによって30ペソに再評価された。トラロックを使って取引をする際に推薦される最低トラロック率が変わってきた。1996年3月には10％だったが1997年には20％になり、1998年には30％になった。自国でのLETSの経験を携えてわれわれを訪問したオランダ人から、追加された資本がわずかであったり、原材料費がほとんどかからない個人サービスの場合はこの割合を上げるべきだという提案を受けた。50％、あるいは100％トラロックで受け取る事例も出てきた。同様に、ティアンギスに貢献している人への取引券の譲渡を増やす案も話された。

　1999年に1ペソに等しい補助貨幣テキオが、少額の取引を促進するために導入された。3月には既に1999年～2000年用のトラロックと、1・5・10テキオが使用可能になっていた。

＊他の業績

　さらに、ティアンギス・トラロックがその定着と普及のために実験したことを以下に紹介する。

実業界との接触

· コー円卓会議（企業や社会、それに環境の行動基準を持った企業間組織）メキシコ代表である実業家アリ・カーン氏の深い関心と支援

· ハリスコ州グアダラハラのIBS（財サービスシステム）の創設者でもある実業家ホセ・ルイス・トペーテ氏との手紙のやり取り、そして彼の訪問。IBSでは約350社にサービスを提供しており、企業はこれをお金の代わりとして利用している。1998年12月

· ケレタロ市の実業家レイナルド・ペーニャ氏とエンリケ・デル・トーロ氏の訪問。都市と農村のネットワークを結びつけながら、ケレタロ州で同様のシステムを実施するための情報と提案のセッション

· AISECの関心

公的機関との接触

　1998年と1999年に首都特別区政府のソチミルコやミゲル・イダルゴ出張所の代表とこのテーマでポジティブな関係が結ばれた。社会開発局（SEDESOL）、そして特に全国社会企業基金（FONAES）とである。

推進チームが他の運営者と共同で行ったワークショップ

· 1998年6月27日にメキシコ市キリスト者共同体のコロニア・レガリアで

· 1998年9月9日にCEDUAMとトラスカラ州カルプラルパンで

· 1998年12月5日、1999年3月18日と5月19日にグアナフアト州ドローレス・イダルゴで

· 同様にして、イダルゴ州イスミキルパン、ユカタン州のSEDAC-RECEPAC、ケレタロ州ケレタロ市、モレロス州クアウトラのEAS-IAP、モレロス州テポツトラン、首都特別区ソチミルコ、メヒコ州トラルマナルコ、メキシコ国立自治大学コミュニティなど。

· 1999年に「首都圏エル・バルソン」に対して向けられた関心、そしてワークショップを開催する目的で行われた対談や会談は強調せねばなるまい。

長いリストが後ほど示される。

他の団体のバザーへの参加

· 1998年11月28日から29日にかけて行われた第1回メキシコ市NGOフェア

· ミゲル・イダルゴ出張所でのフェア：1999年1月17日に文化人類学博物館で、24日にポランコの公園で、31日に出張所で、そして4月25日に再度ポランコの公園で。

· 1999年3月28日にトラスカラ州カルプラルパンで

新たな実験

　ソノーラ州オブレゴン市で1998年9月1日に、赤十字とDIFの推進によって「バザーとバーター」が始まり、「交換券」（バーレ・トルエケ）と呼ばれるオルターナティブ貨幣を発行した。これはティアンギス・トラロックから着想を受けたもので、一緒に段階を一つずつ踏んでいった。この交換券は衣服や食料、靴や台所用品、学用品、本、段ボール、薬、医科や歯科、あるいは精神科の診察、ガン検診、看病サービス、ハイキング、児童公園、自己実現の講座、そして芸術クラスと交換できる。寄贈者や公的機構は新品や中古のものを寄付して交換券を手に入れる。小企業の社長は自分の作った製品を引換券と交換し、それで他の商品やサービスを手に入れる。交換券は利益と交換の輪を促進する。毎月7万ペソ（約7500米ドル）相当の交換券が動いている。

国際イベント

　国際イベントは類似の経験を知り、情報を得て交流するのに役に立つ。

· 1995年11月2日～8日、ベルギーのアセッスでFIMARC（世界農民組織）に対してオルターナティブ貨幣というテーマで行った助言

· 1996年5月にスペイン・カタルーニャのタベルテーで「お金の権力」の著者であるマルティー・オリベッラ・ソレーとの個人的接触

· 1996年5月16日にフランスSELの推進者アラン・ベルトランと行った個人的接触

· 1997年6月27日～27日に米国マサチューセッツ州ウィリアムズタウンでシュマッハー財団が行ったコミュニティ貨幣についてのワークショップへの参加

· 1997年6月20日～22日に行われた「もう一つの経済サミット：デンバー・民衆サミット」のオルターナティブ貨幣についてのワークショップへの参加。マイケル・リントンとトーマス・グレコとの初接触。次いで6月24日にミネアポリスのデイビッド・モリスを訪問し、インテリジェント・カードとオルターナティブ貨幣の組み合わせを知る。

· 1997年10月に始まったフランス・パリの「未来研究所」との直接かつ頻繁な接触

· 1997年8月25日より、日本の北海道のスティーヴン・ディムルネアとのインターネットを通じた接触。E-mailでの緊密な連絡。

· 1997年10月18・19日にフランス・リオンで行った「地平線」講座。トラロックの実践を紹介

· 1998年9月5日～9日にフィンランド・ハナサーリで行われた国際草の根イニシアチブグループのワークグループ。ここでこのテーマを含む、地域・グローバルな小規模ネットワークが登場する。

· 1998年12月に行われた、アルゼンチン・ブエノスアイレスのRGTへの訪問（ラウラ・コリン）

· 1999年3月15日～17日にメキシコ市で行われた、トム・グレコ、マイケル・リントン、そしてルイス・ロペスジェーラが行った国際ワークショップ

· 1999年3月23日～4月3日にタイと香港で行われたティアンギス・トラロックと交換の実験の紹介

· 1999年9月15日～22日に日本で行ったティアンギス・トラロックや類似の交換の実験の紹介

· 1999年10月にキトで行われた、RGTとラテンアメリカコミュニティビジネスネットワーク（RELACC）の訪問

専門家との頻繁な交流

· マルコス・キネーとの頻繁な文通、それにポール・グローバー（ニューヨーク州イサカ）、マイケル・リントン、トム・グレコ、イアン・ウッズ（トロントの「貨幣改革」）、ベルナール・リエター（カリフォルニア州サンフランシスコ）、スティーヴン・ディムルネア、オラシオ・コーバスとエロイサ・プリマベーラ（RGT）、丸山真人（東京大学）、メンノ・サルベルダとジェフ・パウウェル（バンコクのTCCS）とE-mailで接触を持っている。

＊ティアンギス・トラロックの機能

＊ティアンギスの目的（1999年改定）
· お金ではなく社会としての経済の再組織に貢献する生産者やサービス提供者、それに消費者のネットワークシステムを創設する

· 地域や同業、あるいはネットワークを基盤とする個人やコミュニティの価値や関係が、匿名で貨幣化され、敵対的なまでに排他的な市場の要求よりも優先する人間味のある経済のためにつとめる

· 本当の家庭経済を達成し、メンバーの生産能力やサービスを改善し、消費を導き教育や文化や環境に配慮した活動を推進するグループや組織を承認して創設する

· 単なる改革に留まらず、本当の変化を伴う新たな価値の戦略に向けて、相互扶助の価値や非貨幣労働の重要性、満足を与える労働を強調する

· 精神的で自由で多様性を持ち、丁重で全ての宗教や伝統や信念に共通し、金銭や権力、暴力や悪徳に基づいた唯物論的価値を超越する人間的な価値を優先する生活を保証する

· エネルギーや創造性、そして知識の面で、子どもや青少年、成人や老人という、世代を超えた貴重な貢献を結びつける

· 社会をその基盤から作り変えるために世界中で生まれている地域・グローバルな運動と一緒に（前世紀末に起こった人災や天災にもかかわらず）、2000年以降の世代が希望を持てる将来を持てるように参加する

＊戦略

· トラロックやテキオといった交換券を使い、雇用の機会を生み出し、集団的機会の拡張と個人的成長を組み合わせながら経済的相互作用や相互支援を促進する

· 贈り物や才能の交換を行う

· 情報システムやデータバンク、定期的会報や広告を通じてこの過程を実施する

· メキシコ市や地方で、出会いや個人的接触、それに生産物やサービスの展示と交換を促進する目的で定期的にバザーを行う

· システムのメンバーの効果的な貢献に基づく参加型の運営や本当の民主主義を促進する

· ワークショップや講座を通じてシステムの参加者や関心のある人に研修を行い、一般的な過程についての研究を行う

· 官僚主義や専門家を超えて、このサービスが本当に続くとことを立証するふつうの人達の自主的な参加を促進する

· この提案を豊かにし、凝縮する地域（コロニー）や業種（健康）、それにネットワーク（「もう一つの価値市場」、インターネット）のグループを増やす

· 福祉や発展に特化した業種を運営する。例：健康、手工芸品、食料、環境、文化芸術、パソコン関連、教育、ベンチャー、言語など

· 貧困問題への総合的な解決に向けて、公式・非公式・それに目に見えない経済の中で、ミクロとマクロの間にある亀裂をふさぐ目的でベンチャー企業と既存企業を組み合わせる

· 遊休状態にあるインフラや既にある機能、活用されていない能力を利用し、支配的な市場に席巻されてしまった教育や芸術、スポーツやレクレーションへの愛好を醸成する（支配的な市場での仕事は消耗的なもので、職業や能力の完全実現を阻害する）

· 都市と農村の間に現存する亀裂をふさぐ目的で都市や農村のイニシアチブを関連づけ、生産者である農民のグループと多様なサービスをもつ都市との間に形のある連帯を生み出す

· 民衆基金や預金信用協同組合の経験を活かし、「民衆の手による資本のために」というスローガンを現実のものにする。協同組合や環境保護の運動一般とも手を結ぶ

· システムの「中に」いる貧民のためにチャンスを作ろうとする努力（中小企業への戦略、マイクロクレジットサミット、グラミーン銀行、世銀、PROGRESAなど）と、システムの「変革」やオルターナティブへの意義のある努力（生活圏主義、新興の、あるいは先住民のアイデンティティ、LETS、フェアトレード、トビン税のような投機活動への規制、ジュビリー2000のような対外債務の帳消し、民衆議会など）

· 世界のさまざまな地域にある同様の実践と結びつき、地域での実践を確証し支援する市民社会特有の運動やネットワークの多様なシステムを持つ。たとえば、LETS-SEL、TOES、IRED、IGGRI、SID、責任のある連帯社会同盟、PP21、ARENAなど

　大企業や開発業者、大学、フィランソロピー、自主的あるいは組織された愛他主義も、尊厳のある持続可能な生活を目指す組織的な努力の支援のために招かれる。

＊後援

「もう一つの価値市場」のほうから、道徳やコミュニケーションの面ではっきりとした後援があった。これは情報や研究、広報や活性化、それに特に「イエローセクション」と呼ばれる、ティアンギス会報としても知られている部分の編集や頒布である。この会報は3ヵ月に1回発行され、参加者や分類された広告（提供）、それに世界の他の地域の類似の実践についての論文やニュースで構成されている。

　同様に、ティアンギス・トラロックを理論的に、あるいは機構的に支援し、急な出費や少額の資金を吸収する民衆発展促進所（PDP）の後援も得ている。PDPは何十年にも渡って信用を得てきた老舗のNGOであるが、最近では外部資金の欠如や、特に直接関心があったり利益を受ける多様な種類の人の寄付に持続的なイニシアチブは準拠すべきだという信念もあって、その関与は小さくなっている。

　ティアンギス・トラロックのイニシアチブのために特に外部機関から割り当てられた計画や資金はない。このイニシアチブは基本的にボランティア活動によって発展していった。このボランティア活動は、PDPが行った2つの契約を生んだ、仕事に応じての満足感に支えられている。

· 1998年10月から1999年3月まで、ポチテカ計画という名前で実施されたが、そのための簡潔な地域研究でソチミルコ出張所はPDPと契約を結んだ

· 1998年6月から1999年9月にかけて、IDRCとVIDEAは同様に、この実験についての一般的な研究を行い、参加型の行動研究手法を認識し、直接あるいは間接的にティアンギスの過程を支援した。

＊ネットワークシステムと会報

　1996年から1999年まで4年間続いた実践の間、1999年6月現在で首都圏で114名のメンバーと、それ以外にメキシコ国内外に20名の支局が参加した。

　これはさまざまな社会潮流、エコロジスト、伝統主義者、修道女、実業家などで構成されているが、基本的に近所づきあいからできたものではない。都市の中心部に住んでいる人達、たとえばコンデーサやトラスパーナ地区の人もいれば、首都特別区のソチミルコやメヒコ州のトルーカ、マリナルコやトラルマナルコのようなところの人もいる。

　ティアンギスはその発展の過程で、直接200以上の個人や小企業を登録したと計算されている。現在の数字は登録や参加、そして改訂の絶え間ない過程によるものであり、3ヶ月ごとに幽霊会員は抹消され、新たな会員が登録される。

　現在の会員は3つのカテゴリーに分類することができる：非常に関心のある人（20）、参加型の人（30）、そして受動的な人（残り）である。他にも多くの、ティアンギスには直接関わらない支援者がいる。

　ネットワークシステムは、1000部発行する3ヶ月おきの会報の基礎となるデータバンクに基づいており、会報は非常に制限された方法で配布される（500部は「もう一つの価値市場」を通じて、残りはメンバーやイベント、あるいは地域や国内外との接触の際に）。「もう一つの価値市場」と関連付けてインターネット上でホームページを立ち上げようとしたが、初期段階に留まっている。

　会報は以下の二つの内容から成っている。

· コミュニティ貨幣についての思考や活動を促進するニュースや記事

· ネットワークシステムの要素や、具体的な提供物や広告の一覧表

提供物は以下の30項目に分類される。

· 企業の運営や研修

· 農業

· 食料

· 芸術文化

· 工芸品

· 会計監査

· 諮問

· 法的諮問

· 視聴覚関連

· 品質や組織の発展

· コンピュータ関係

· 建設業

· スポーツ

· 経営

· エコロジー

· 教育

· 基礎教育

· 電化製品

· 家事

· 能力開発と人間開発

· 言語

· 庭仕事

· 文筆業

· マーケティング

· NGO、コミュニティと社会

· 刊行

· 健康

· 幼児部門

· その他サービス

· ソーシャルワーク

　当初は同様にメンバーのリクエストも刊行されていたが、スペースの関係で、そして提供こそが需要を生み出すということで1998年に中断された。しかしながらこの決断は現在再検討されている。

　会報の発行間隔は3ヶ月で、新メンバーがそれほど待たなくていいようにそれを2ヶ月、理想なら1ヶ月に短縮することが望まれているが、現在そのための資金や配布方法が欠如している。

＊推進チーム

　PDPや「もう一つの価値市場」と連携する推進チームが結成された。このチームは実質上15名ほどのメンバーで構成されており、12時から15時まで、およそ6名から8名の参加者と招待客によって毎週会議が行われる。

　参加は無料で、全てのティアンギスメンバーや招待客に開かれており、とりわけ多数決ではなく全員の同意によって決定が下される点で民主的である。全ティアンギス参加者の参加を伴う集会の実施が研究されたが、大部分は実際の機能にのみ関心を示し、その審議には関心がない。そうして結果として、力を持つ発言はサービスや中小企業の生産性、需要や供給の創造、そして信用創造に関するものである。ここでは異なった民主主義が生まれ、「他の人がこうするように」アイデアを発言する人間ではなく、実際に貢献をする人に基づいている。

　打ち合わせも行われた。たとえば、1999年8月14日のバザーの実施に当たって、異なった時間や日に3回打ち合わせが行われ、ティアンギス・メンバーが全員意見を出し、運営作業に関わる機会を提供した。50名のティアンギス・メンバーの直接の同意が得られた。

　推進チームはボランティアでの労働、あるいは不定期・定期的な貢献によって運営されている。PDPは限られた方法で、月何時間かの労働をシステムに捧げた。ルイス・ロペスジェーラ、クリスティーナ・ラバージェ、アルバロ・ナバーロ、ガブリエル・エルナンデス、ハビエル・ビスカヤ、エドゥアルド・デ・ラ・クルス、ロサリーア・セバージョス、パーパキ、そしてその他のティアンギス・メンバーによるものである。

＊エコバン!

「エコバン」の名称は3つのコンセプトから来ている。エコ（家）は経済やエコロジーと、バンは極小物質から宇宙が突然生まれたとするビッグバン理論と、そして「銀行」を意味するスペイン語のバンコ、英語のバンク、そして仏語のバンクと音を合わせている。

　この名前でトラロックやテキオの普及や登録、指導や印刷や配布、登録用紙の配布と研究（約束状に相当）、さらにその自律、会費の徴収、監査などの作業が含まれる。

　前述したように、トラロックは1/2、1、2、3、4、5の6種類があり、1トラロックは取り決めにより1時間の労働、現在では30メキシコペソ・3米ドル強（この報告書の時点での為替は、1ドル9.5ペソであるが、便宜上1ドル10ペソにしてしまうこともよくある）に相当する。

　当初のトラロックは25ペソと等価であり、これは3ドル相当だった（ここでメキシコペソの下落とトラロックの価値の維持が見て取れる）。この交換券の価値は下がらないが、それは労働時間に基準を置いているからで、集積したり利子をつけたりできない。これは流通し、責任や信用や相互性に基づいた交換や雇用や生産、社会関係の機会を提供するものだ。

　労働時間との関連は、基本的な価値としての労働、特に基本的な大衆のソーシャルワークへの意識を創出する。取り決めで最低価格が決められているが、これは5ペソ（米国の50セント強）という呆れるほど低い公式の最低賃金よりもかなり高いものである。だからといって、全ての1時間の労働が30ペソであるべきだというものではないが、労働時間が考慮できる取引の場合、基本価格以下、あるいはその4倍以上に決してならないようにしている。この目的は労働評価に関して現存する不平等性を認識させ、少なくてもメンバー間でのその不平等性を削減することである。

　トラロック引換券は、エコバンによってメンバーに分配される時に、社会的価値を持つ可能性があるようにデザインされており、購入者が「発行」の欄に、販売者が「受け取り」の欄にサインすることで有効となる。この時点でただの紙切れではなくなるが、それはこの二つのサインのために、「債権者」によって提供された具体的な便宜と、ティアンギス・トラロックのメンバーが要求した際は、受領した便宜と同価値のものを生産するという「債務者」の確約を意味している取引を保証するからだ。これは非営利のクレジットコミュニティの運営であって、普通のお金を持っていない人でも便宜を受け、メンバーのサービスや生産の能力を刺激し、同様に相互扶助的になることを確約させるようにするものである。

　引換券は流通し続けられるように、10回まで裏書きができるようにデザインされており、それが埋められるとエコバンが取り替え、古い引替券は保存され、一枚の引換券で目に見える形で取引を見ることができる。だが今まで10回裏書きされて、エコバンのもとに戻ったトラロックはない。

　トラロック引換券の印刷は3回（1996年、1997年、1999～2000年）行われた。それぞれの引換券に管理番号がつけられている。エコバングが印刷物を受け取ると、それに印が押されて不当な操作の可能性を撲滅する。最初に印刷された券は完全に実験的なものであり、その年末のバザーまでほとんどめぼしい運用が行われなかった。それ以降に印刷された券は同じ価値を持っているが、1997年のものはもはや頒布されておらず、新会員は1999～2000年のものを受け取っている。

　1999年には1メキシコペソに等しいテキオが、1、5、10テキオの額面で、少額の取引を促進する目的で印刷された。これらの引換券はサインを必要とせず、その実際の価値は最初から認知され、その価値が少なく「潤滑油」としての性格があるものの、エコバンがその運営のために管理をさらにするようになった。

＊引換券の管理

　ネットワークシステムの参加者は最初に15.5トラロック（それぞれ異なった額面の券1つずつ）を手にするが、これは1999年の数字では15.5時間、あるいは465ペソの価値を潜在的に持つ。さらに50テキオ（15枚の1テキオ、3枚の5テキオ、そして2枚の10テキオ）を得る。つまり、1999年の数字でいうなら各人が515メキシコペソ（約55米ドル）に等しい潜在的価値をえるわけである。

　現在システムに登録している114名という数字に立脚するならば、エコバンは当初、1997年から1999年まで1767トラロック（5万3010ペソ）と5700テキオ（5700ペソ）を手渡したことになる。この潜在的価値は5万8710ペソ（515×114）、約6200ドルになる。

　メキシコ市外に住み、時々、だいたいの場合はバザーにおいて取引を行うメンバー（現在25名）が引換券を手にしていることは考慮に入れられていない。そして以前受け取ったものの放棄した人のことも考慮されていない。これらの人達も計算に入れるならば、潜在的な購買力はおよそ倍（11万7420ペソ、約1万2400米ドル）になるだろう。

　同様に、中央の管理に従って進め、さらに追加の50トラロックをそれぞれのメンバーに与えるために小切手がデザインされるようになった。小切手はより柔軟にトラロックを発行されることを目的としており、3つの部分を含む。債務者部分、債権者部分、エコバンク管理者部分である。このモデルは、きちんとした管理システムや、時に面倒くさいメンバーの取引報告の習慣（個人的･郵送･電話･e-mailのどれでも）の欠如によって1999年に中断された。その中、この小切手はトラロックの不十分な敏捷性を補うために使われており、そのためテキオが創造された。

　フランスのLETSのモデルのように、トラロックでの取引を自分で管理できる用紙が、取引の自己管理の実践を促進するために採用された。この用紙のコピーが定期的にエコバンに提出されることになるが、この用紙は未だに提案でしかなく、実際にメンバーが使っているわけではない。トラロックの流通に関する直接の情報はなく、過度の楽観主義に陥らないように保守的な基準から調査や見積もりを行う必要がある。

　この保守的な基準によって、活動的な50名のメンバーについて見積もりが行われた。彼らが受け取った購買力は50×515＝2万5750ペソである。残りの登録したメンバーはトラロックを象徴的、散発的、あるいは非継続的に使用しているか、最近登録したばかりでその需要や供給が答えを出していない場合であり、ここでは着目しない。

　1999年を通じて、50名のメンバーの中でも最も活動的で責任感のある約20名が、登録時と同額の潜在的購買力を持つ引換券を手にした。これは生産やサービス、それに消費活動に基づいてクレジットやシステム運営の能力を拡大することを目的としており、これらの活動はメンバーの確約を通じて強化される。これは1万300ペソ（20×515）の購買力に相当する。

　このようにして、最も活動的なメンバーに3万6050ペソ（約3800米ドル）が、システムの歴史を通じてでは12万7720ペソ（1万3400米ドル）が配布された。

　トラロックとテキオは、どのように流通しているのか？　システムが促進する取引額はどの程度のものか？　今回対象となった50名のメンバーは、トラロックあるいは労働時間を常に意識している。

　1/2、1、2時間という少額の交換券が、50名の最も活動的なメンバーのそれぞれによって平均3回流通されており、これは525「時間」、すなわち1万5750ペソ＝（15＋30＋60）×3×50の価値を生んでいる。

　この額は、ペソを伴って実施された取引の20％であると計算されるため、これと組み合わせて行われた取引は7万8750ペソ（525トラロック＋6万3000ペソ）と計算される。

　3「時間」の額面の引換券はそれよりは少なく、前述の50名の会員一人あたり2回流通しており、300「時間」＝9000ペソに相当する価値を生み出している。この場合トラロック率とペソの率が50・50だとすると、1万8000ペソ（300トラロックと9000ペソ）相当の価値を生み出している。

　4・5「時間」の額面の引換券は1回だけ流通しており、取引の支払いの100％をカバーしており、1万3500ペソ（450トラロック）に相当する価値を生み出している。

　テキオはその小さな額面や「潤滑油」の性格上よりひんぱんに流通しているが、その期間は短いものである。1999年初頭に各メンバーに50テキオが配られた。1999年前半、それぞれのテキオは活動的な50名のメンバーの中で3回持ち主を変えたと計算されており、7500テキオ＝7500ペソ相当の価値を生んでいる。

　50名の最も活動的なメンバーの持つ3万6050ペソ（3800米ドル）の潜在的購買力によって、4万5750ペソ（4800米ドル）に相当するオルターナティブな貨幣価値が創造され、10万8750ペソ（1万1500米ドル）の取引を伴った。

　システムが促進する貨幣取引の価値は、1275トラロック（38250ペソ）と7500テキオ（7500ペソ）であり、4万5750ペソ（4800米ドル）に相当するコミュニティ貨幣、それに7万2000ペソ（7500米ドル）の現金での取引を意味している。その合計は11万7750ペソ（1万2400米ドル）になる。

　このオルターナティブなシステムは、トラロックやテキオという価格のシンボルを生み、ふつうのお金ではその不足のために生まれなかったであろう生産物やサービス、それに人脈の交換を現実のものにした。このようにして、雇用不足や社会的脱落の減少に貢献し、責任や信用を生み出す。

　ここで思い出されるべきことは、エコバンはシステムが生んだ富を使い切っていないということだ。現金での寄付やボランティア労働、道義的負債、バーターや公式通貨のみで行われる取引は、前述された数字をはるかに上回るものである。社会的関係、信頼、相互扶助や寛容性の意味は数字では表現できないが、質の面で言うならば不可欠のものだ。このようにして社会組織が再生される。

＊確約と必要条件

　民衆の手による経済のためのティアンギス・トラロック生産者・サービス提供者・消費者ネットワークシステムにどうやって参加すればよいのか？　以下に参加者に配られる最新の手引きを示す。

· 原則や方向性、経済という偽名を持つ現在のグローバリゼーションに対する批判を知る。その目的と戦略を知る。このネットワークシステムは「もう一つの価値市場」が開始したものである。

· ネットワークシステム内の取引を監査するエコバンの責任者との話し合いの機会を持つ。「エコ」は経済とエコロジーを結びつけ、「バン」は銀行ではないもののイニシアチブの「宇宙」や、良識や責任・情報や信用に基づいた取引を拡大するためのものだ。最初にワークショップや講座に参加する。

· ネットワークシステムのメンバーに推薦され、システムのデータバンクに登録されているように、提供や需要が一覧になっている登録用紙に記入する。ID番号を得る。

· ネットワークシステムは類似性や地理的近隣性、業種、それに他の社会・文化・レクレーションの関心を持つ社会グループと個人で、個人や全体の経済を向上する目的で構成される。

· システムメンバーの間で多様な交換を生み出す取引券トラロックやテキオの使用を知る。トラロックは1時間の社会的労働に匹敵し、1999年時点では取り決めで最低基準として30ペソと同価値になっている。1時間のサービス時間の価値は評価され、上がることもあるが、最低基準の4倍以上にはならないように勧告されている。テキオは小規模の取引や取引額の補正に使われ、取り決めで1テキオが1ペソとなっている。これらの引換券は利子を生み出さず、貯蔵されるものでもなく、できるだけ流通され、関係や進歩の機会を生産者、サービス提供者、それに消費者の間で生み出す。

· トラロックの交換券は、2名のティアンギス参加者が取引に合意し両者がサインを行うことで「実際の価値」を獲得する。品物やサービスの支払いの全部あるいは一部としてトラロックを支払うティアンギス参加者は「発行」欄に、それを受け取る人は「受け取り」欄にサインする。この時点で引換券は取引を表象し、ティアンギス・トラロックコミュニティ全体で価値を持つことになる。「発行」するティアンギス参加者はコミュニティへの債務者、受け取る人はコミュニティが負う債務の債権者となる。

· 取引券を受け取るティアンギス参加者は、支払手段としてこれを使うことができ、受け取った人は裏にサインをする。このように連続して使うことができる。取引券は10回分の裏書き欄がある。裏書き欄が埋め尽くされた場合取引券は新しいものと取り替えることができ、エコバンの責任者が発行欄に、その受領者が受け取り欄にサインする。取引券の裏に行われたティアンギス参加者のサインはその流通や、生まれつつある信用の証であり、便宜や参加度の計算に役立つ。

· 登録時に全ての新会員が15.5トラロックと50テキオを受領し、これはすぐにネットワークシステムで使うことができる。ネットワークシステムで既に流通している交換券を得るために生産物やサービスを提供するように努力することが要求される。1999年の場合、3トラロックと50ペソを年会費として支払う必要があり、これは年末に公開される必要経費に充てられる。

· ティアンギス参加者は、自分の発行したトラロックやテキオが受け取ってもらえるように、他人のものも受け取ることを確約する。脱退する場合はバランスをゼロにすることが求められる。各ティアンギス参加者は「取引の自主コントロール」（われわれの消費やコミュニティへの貢献）と呼ばれる登録用紙を受け取る。この用紙のコピーは埋まった時に、あるいは定期的にエコバンの事務局に送られなければならない。もしバランスがマイナスの場合、システムのメンバーの需要に合うように提供物を変えることが、もしバランスがプラスなら、システムが提供するものを消費するようにすることが求められる。

· ネットワークシステムのメンバーの会議に参加し、バザーや展示会、会議、訪問、ツアーなどのイベントにも参加する。毎月第2土曜日に見本市が開かれており、共存的で楽しみに満ちあふれた環境で人と知り合ったり、生産物やサービスを提示できる。各ティアンギス参加者はそのイベントで、名前を知るためにネームプレートを受け取る。

· システムの各メンバーは「民衆の手による経済」という3ヵ月に1回発行される会報「もう一つの価値市場」のイエローページ部門にオファーや需要を宣伝する。今のところ宣伝のためだけでなく、教育的な面からもオファーのほうに重点が置かれている。メンバーは情報の更新、詳細の公開、そしてネットワークシステムに関心のある人を引きつけるためにこの会報の家族や友人、あるいは一般の人に配ることを約束する。この会報にひんぱんに目を通し、少なくても電話でいつでも両者間で接触を行い、取引を行うようことが要求される。

· このネットワークシステムは利益を追求せず、政治的･宗教的な勧誘を行うものでもない。ボランティア労働や良心を基本として動いている。事実や検討されたことに立脚した参加型の民主主義や、価値や本当の福祉を生み出す浸透可能なシステムを進める。コミュニティを建設する手法としての多重取引やバーターや贈与を醸成する。

· ネットワークシステムは交換される生産物やサービスの価値や条件や品質に責任を負わない。それぞれの取引は両者の合意の結果である。取引の条件を決定するのは両者の責任である。価格はその時に決定され、トラロックやテキオの使用率は30％以上が推奨される。とはいえ、このシステムは生産性、生産物やサービスの品質、そのコストやマーケティングを向上する研修や組織、コミュニケーションのモデルを創設することができる。

· このネットワークシステムはそれ自身や、世界で活動している他のネットワークの経験をもとにして進歩する。責務を常に再確認し、メンバーの参加とともに必要な改良を行う。

· ネットワークのよさを普及させ、メンバー数の増加に努める。他の地域や場所やグループに同様な経験を促進する。システムが強固になり、メンバーが全員繁栄するように組織や発展の責務を引き受ける。毎週集まり、誰にでも開放されている推進チームが結成された。

· 推進チームはネットワークシステムの目的に反すると思われる活動を行うティアンギスメンバーに満足のゆく説明を求めることができる。しかるべき協議ののちに、ティアンギスメンバーの資格を一時的、あるいは完全に中断することができる。

＊推進チーム

　以下の人達に情報を求めたり、提案を行うことができる。エンマ・アコスタ、カルロス。カスターニョス、ロサリーア・セバージョス、エドゥアルド・デ・ラ・クルス、ヘラルド・エバルド、ニーナ・イグアル、ミゲル・ゴンサレス、ガブリエル・エルナンデス、フランシスコ・ラーラ、クリスティーナ・ラバージェ、ルイス・ロペスジェーラ・M、アルバロ・ナバーロ、ディエゴ・ポリアコフ、マルタ・ラウラ・トーレス・パヤン、ハビエル・ビスカーヤ、ヨバルテペヨロツィン。会報にある電話番号表を参照のこと。

＊生産物やサービスの交換

　このネットワークシステムでは以下の方法で交換が行われる。

· 贈呈：先住民の文化に特有な、富の平準化や寄付の文化

· 道義的負債：商品やサービスを、最終的に相互扶助的な行動につながるという理解のもので提供する

· バーター：商品やサービスを他の、大体同様な価値のものと二者間で交換で提供する。

· 多重バーター：トラロックやテキオという取引券が使われている。それぞれの取引で価格が決まり、取引券を使って取引の全部、あるいは一部が賄われる。

· 普通の売買：ペソを使ったもの。

　これらの方法は組み合わされることもよくある。

　システムの目的は単に製品やサービスを手に入れるだけでなく、地域や同業、それに実質的なものに立脚した友情やふさわしい人間関係、都市や近隣の社会組織を生み出すことでもある。同様に、高い生産性、品質やコスト、運送費や商品の保管など解決すべき問題が具体化されるにつれ、さらにシステムを広げ、複雑かつ十分なものにしてゆくことでもある。地方でも、コロネル・コンデサのグループが自主運営の活力を示している。同業の分野では、健康や環境に配慮した農業を行っているグループが同様である。バーチャルの面では、コミュニケーションや具体的な取引はまだ少なく、電話をかけることは少ない。このため参加を促進するため、ひんぱんにバザーが行われる。

　トラロックやテキオを利用したシステムへの参加度合いを評価するために、直接インタビューや電話を通じてメンバー全員にアンケートが行われた。ハビエル・ビスカヤとモニカ・マルティネスがこの業務を担当した。

　この研究の結論の一つは、この取引券を使う取引は少額のものであるということである。バザーでエコバンに1/2トラロック札をより細かいテキオに交換してもらう人がおり、3トラロック札がさらに小さな額面のものやテキオと交換される場合もあった。頻繁なバーターや道義的負債、単なるプレゼントやペソでの取引を測定することは困難だが、重要性を獲得している。

＊地域

　首都と地方、都市と農村での連帯的関係が追求され、結果として訪問や対談やワークショップを通じて、地域のティアンギスを生み出すことに関心を持つ人やグループの結成が行われた。最も関心を示したのはSLPのリオ・ベルデ（トラロックが実施に移された）、グアナフアト州ドローレス・イダルゴのCEDESA-RELACC、それにケレタロ州ケレタロ市のEASである。他にもトラスカラ州カルプラルパンのCEDUAM、イダルゴ州イスミキルパンのRECEPAC、ミチョアカン州タカンバロのオーウェン協同組合センター、モレーロス州クアウトラ、モレーロス州テポストランでも進展が見られる。また、ソノラ州、ユカタン州、オアハカ州、コアウィラ州、それにチアパス州でも関心が持たれている。

　ケレタロ州では既に100もの個人や企業の提供情報の基礎システムを築くまでに発展している。同様の作業がメキシコ市ヌエストラ・セニョーラ・デル・サグラード・コラソン・ポポ・タクーバ司教区のコミュニティを基盤としてそのメンバーでも行われており、ティアンギス・トラロックの会報でも公表された。

＊ワークショップ・講演

　研究やオルターナティブ貨幣、その実践やティアンギス・トラロックへの理解を深める目的で、1998年より時には模擬演習を含むワークショップや講演が、メキシコ市でも地方でも行われた。

· PDPでの内部ワークショップ（1998年3月21日）

· イダルゴ州イスミキルパンのRECEPAC

· コロニア・ポポのキリスト者共同体（1998年6月27日）

· カルプラルパンのCEDUAM（1998年9月9日）

· プラン・ラーゴとソチミルコ出張所（1998年11月6日）

· ユカタン州INIとイダルゴ州イスミキルパン

· ドローレス・イダルゴのCEDESA（RELACC1998年12月4日、1999年3月18日）

· 首都特別区FLASEP（1998年11月11日）

· ミチョアカン州タカンバロのオーウェン（1999年1月9日）

· ヌエボ・レオン州モンテレイでの世界州フォーラム（1999年1月28日～30日）

· 首都特別区のINSOL（トーマス・グレコとマイケル・リントンを迎えて、1999年3月15日～16日）

· 首都特別区のPDP内部ワークショップ（トーマス・グレコとマイケル・リントンを迎えて、1999年3月17日）

· 首都特別区のAISEC（1998年2月4日）

· ケレタロ州ケレタロ市のCCI-EAS（1999年に何度も）

· メヒコ州トラルマナルコのメヒコ自治大学コミュニティ（1999年4月28日、5月29日）

· 首都特別区人民連合（1999年5月5日）

· トラスカラ州政府（1999年6月25日）

· 首都特別区ミゲル・イダルゴ出張所のCEDEPECA（1999年5月29日）

· 首都特別区メキシコ国立自治大学（1999年8月）

· 首都特別区SEDESOL（1999年7月2日）

· 首都特別区のキリスト教コミュニティ（1999年8月）

· 首都特別区FONAES（1999年8月20日）

· 首都特別区エル・バルソン（1999年6月29日）

· 首都特別区・国際開発銀行（予定）

　これらのワークショップや講演を通じて得られた経験のおかげで、「貨幣の不足の前でのマルチバーターシステム」という訓練のための1999年度ワークショップガイドを得ることができた。ワークショップを行うための資料として、ビデオライブラリーや、特別の図書室が挙げられる（付属の「コミュニティ貨幣についての文献」を参照）。

＊バザー・見本市

　1996年末に行われた最初のバザーの後、バザーは1998年と1999年に推進された。以下のところで行われている。

· アフスコ（1996年12月14日）

· ソチミルコ（1997年11月20日）

· 全国作家協会（1998年8月15日）

· 全国作家協会（1998年10月10日）

· CIE（1998年11月14日）

· ソチミルコ（1998年12月6日）

· CIE（1999年2月13日）

· CIE（1999年3月13日）

· CIE（1999年5月8日）

· キンタ・コロラーダ（1999年6月12日）

· CEDESA（1999年7月9日）

· キンタ・コロラーダ（1999年8月14日）

· キンタ・コロラーダ（1999年9月12日）

　運営方法や増大する参加の組織法が確立した。1998年には参加者は30～50名程度だったのが、メキシコ市では100人から500人規模になった。さらにグアナフアト州ドローレス・イダルゴで行われたバザーでは、100名の出店者と1000名の参加があった。

　特に強調しておかなければならないのは、子どもの参加があったことである（新しい世代が参加しなくなったら持続可能ではない）。同様に、より高度な意識を喚起する芸術や娯楽のあるレクレーション的な活動も強調されよう。このようにして、開始時の先祖への儀式（「メシーカ」（アステカ帝国時代に支配的だった民族名：訳注）とあいさつする）や、クライマックスの「ミトーテ」（劇化され、信頼や結合を促進する集団イベント：原注）が運営される。

＊活動や文化紹介

　さらに、たとえば8月14日にバザープログラムと「ミトーテ」が開催される。以下、1999年8月14日に、チャプルテペックの森のキンタ・コロラーダで「民衆の手による経済」のティアンギス・トラロック生産者・サービス提供者、消費者バザーの場合である。

　開始

　10時：メシーカの儀式：ヨバルテペヨロツィン

　継続活動

　10時半

· 子どもコーナー：フェルナンド・パウリン教授による子ども図書館・折り紙・イラリオン・エルナンデス教授によるエコロジーワークショップ・「パーパキ」という、われわれの先祖の文化から着想を得て作られたレクレーション

· アルマンド・ヒメネス教授によるプラネタリウム

· 高名な訪問者へのインタビュー：ラテンアメリカコミュニティビジネスネットワーク（RELACC）

· 責任と連帯の世界連合

· エル・バルソン運動

· ベース・コミュニティ運動

· 人民金庫運動

· ソチミルコ・エコロジー公園

· アメリカの行進（ブラジルの土地なし農民運動の代表、パラグアイ、コロンビア、グアテマラ、そして米国のケンシントン福祉権ユニオン）

断続的に行われる活動

· 11時：ヘスス・ガロルサ・アコスタ氏率いる25名のバンド演奏

· 12時：ノエミ・コルディエル・サンチェス女史のサロンダンス

· 13時：エルネスティーナ・ロペス教授による地域舞踊グループ

· 14時：ヒセーラ・アルシーア（予定）教授によるギニョル劇場でクライマックス

ミトーテ（15分）

「匿名社会メキシコから市民社会メキシコへ」

（3名の俳優の笑劇で、全員が参加する）

演出：アレハンドロ・メディーナ

第1部

第2部

第3部：祖国のない民族クルド人の音楽

酷使者：マヌエル・アリアスとエドゥアルド・デ・ラ・クルス、イグナシオ・ペオンが出演。音楽：ディアマンダ・ガラスの叫び。マスク、マトラカ、ロープ

　何名かの酷使者がわれわれのほぼ全員に経済発展という幻想を与え、唖然とさせるが、それはわずかな数の者がお金を貯めるだけである。お金が彼らの人生の目的であり、一般大衆は関心外である。

意気消沈者：クリスティーナ・ラバージェ、ハビエル・ビスカヤ、エクトル・ソリアーノとカルメンが出演。音楽：アルメニアの嘆き。包帯、係留、着服者…

大勢の人間が、酷使者の命令を待っている。嘆き、不平を吐き、苛立つが、経済的支配者や腐敗した政治家への依存を乗り越えられない。貧困と悲劇が広がる。奇跡が待たれる。

子どもと将来：パーパキ、シルビア・メディーナ、ルイス・ロペスジェーラが出演。ベルゴロートのロシア民謡。旗、白い円球、笛…

　子どもは完全に悪徳が支配した状況の中での希望である。その特有な創造性や尊厳を意識することで酷使や憤慨のトラウマを解決し、喜びと信頼を醸成する。

最後の行進：ポール・グローバーの音楽：世界の歌。誰もが喜び、手を取り合い、誰に対しても公正で尊厳のある将来を創造していることを祝う。バザー会場を一周する。

　ティアンギス・トラロックは、教育文化局のエリアーナ・ガルシーア女史とギジェルモ・レイノーソ氏を通じて、親切かつ熱心にこの見本市の開催を支援してくれた首都特別区政府ミゲル・イダルゴ出張所に感謝する。同様にキンタ・コロラーダのテレサ・カマチョ女史とグロシア・サンチェス女史にも、その関心と支援に感謝する。

　これらのバザーは当初個人宅で行われ、その中でも特にCIEの支援を得るようになった。1999年6月以降、歴史的に重要なチャプルテペックの森という公共の場所で開催されるようになり、ティアンギスのメンバーや友人、それに特別ゲストや一般民が参加するようになった。首都特別区政府ミゲル・イダルゴ出張所教育文化局からはキンタ・コロラーダという、このイベントの開催にふさわしい文化センターや、音楽バンドを含む論理的・レクレーション的なものさまざまな支援を提供していただいている。

　コミュニティや結合を創造したり、このシステムを一般に紹介するために重要な方法としてバザーは考えられている。

　模擬店や出店者の配置は、以下の商品やサービスに適した分類で行われている。１：食料、２：エコロジー、３：健康、４：手工芸品、５：衣服、６：家具、７：文化芸術、８：教育と訓練、９：刊行物、10：生活環境と交通、11：諸サービス、12：バザーとチャンス

＊パンフ

　通行人の関心を引くためチームが組まれ、それぞれの機会にパンフキャンペーンが行われ、以下の注意書きを加えたトラロックの白黒印刷のコピーを配った。

エコバンやティアンギス・トラロックについて

　宇宙はビッグバンで生まれた。そしてエコロジーや経済、それに社会をマルチバーターで回復するエコバンが今できつつある。

　多くの人の「お金がない、家族に必要なものを買えず、自分の店に投資が入ってこない!」という文句を乗り越えよう。必要物資の消費を減らす失業をなくそう。能力があるのにサービスや製品の需要が見つからない人のフラストレーションをなくそう。健全で平等な社会的関係を築き、お金や市場が本当にふつうの人や環境のためになる経済を作り上げよう。

子どもたちや若者や大人が新しい社会を創造

　生産的かつ平等で、子どもが小さい時から関われる人間関係の文化を築く必要がある。そこでは人間も環境も大事にされる。現在使われているお金は多くの人を敵対関係にし、優位と譲歩を模索する。高価で麻薬を生み出し、貯蔵され、わずかの人しか知らない集中の方式に従うお金である。市民社会はお金なしで人間が結びつき、経済を行う方法を発明している。それがマルチバーターシステムであり、当初は補完的ながら、オルターナティブになり、もっと社会を生み出すことができる。子どもは早くそれを理解し、未来は彼らの手にある。

ティアンギス・トラロックとは？

　宇宙はビッグバンで生まれた。そしてエコロジーや経済、それにしゃかいをマルチバーターで回復するエコバンが今できつつある。

　多くの人の「お金がない、家族に必要なものを買えず、自分の店に投資が入ってこない!」という文句を乗り越えよう。必要物資の消費を減らす失業をなくそう。能力があるのにサービスや製品の需要が見つからない人のフラストレーションをなくそう。健全で平等な社会的関係を築き、お金や市場が本当にふつうの人や環境のためになる経済を作り上げよう。

生産者・サービス提供者、消費者の連帯ネットワーク!

　バーターやマルチバーターは世界中でますます多く実践されている。現在2000もの地域や同業、それにバーチャルなシステムがあり、生産者やサービス提供者を消費者と結びつけている。毎日一つ新しいものが生まれている。

　これは市民社会のイニシアチブであり、儲けも特定の政治的傾向もなく、文化や環境や社会組織をよい方向に変革している。

文化によって経済とエコロジーが結びつく

　不安定性や失業、鬱屈や貧困を乗り越えるために、市民社会はその自前の方策で組織される。そして誰も追い出されないようにマルチバーターのシステムを発明し、誰もがチャンスを手にし、自分の能力や職業や生産物を提供し、それを他の人が活用する。情報や連帯の不足だけのために需要がない商店や中小企業がどれだけあることか。ビジョンや社会的共同責任の不足だけのためにどれだけの能力が見捨てられていることか。

情報、信頼と社会的責任!!

　お金の不足でほぼ誰もが悩んでいる。これは全ての世代を含む挑戦である。既に汚れているお金を使っている人達がいる。高利や集中、投機や腐敗、犯罪や麻薬の取引が国の経済を構成し、ダメにする。お金の本質とは何か？　それは手段であって、目的ではなく、これによって財や生産物やサービスそれに知識を全員の便宜のために交換する道具である。本質的にこれは情報や信頼（責任）である。情報や信頼が交換を促進するシステムを作ろう。

女性が繁栄する経済

　主婦の愛や労働はどれだけ価値があるか。誰がそれを支払っているか。環境にはどれだけの価値があり、その価格を決めるのは誰か。価格はないものの貴重であり、貨幣化された経済の中で被害を受けている多くの経済要素がある。市民社会は独占企業や無情なグローバリゼーションが推しつける価格に従わずに、女性や社会、それに環境が価値を持ち評価され、役に立つシステムを発明している。マルチバーターシステムに参加してほしい。

＊すべての注意書きは以下の事柄を含んでいる。

　チャプルテペックの森のキンタ・コロラーダに来てほしい。

　土曜日（日付）の10時～15時に、チャプルテペックの森のキンタ・コロラーダのバザーに着てほしい。そこで社会や環境や文化のシステムであるティアンギス・トラロックのことがわかる。

　主婦や労働者、専門家や中小企業の社長、工場や企業の発展が知られており、首都でも地方でも見本市を開催している。オルターナティブで補完的なシステムである。誰もが生産者・サービス提供者で消費者でもある。市民社会のイニシアチブである。

　キンタ・コロラーダは代表的な木である「サルヘント」の近くのテンプランサとアウディオラーマの泉のモクテスマトイレのそばにある。駐車場のある花市から入ることができる。最寄りの地下鉄駅はフアナカトランである。

